
ＣＣＷ第五議定書 

 

 国際人道法の条約である特定通常兵器使用禁止制限条約（CCW, Certain Conventional Weapons）の

第五議定書（爆発性戦争残存物＝ERW）の交渉の際、当時軍縮大使であった猪口邦子は日本政府代表と

して議長国オランダを助けて取りまとめに努力した。 

 第五議定書は effect-specific の議定書構造を有し、これを参考にクラスター爆弾に関する

weapon-specific の第六議定書が成立することが期待される。以下、ＣＣＷの第五議定書を掲載する。 
































